






ミシガン州立大学は，合衆国国際開発局（UnitedStates Agency for 
International Development－一一略称 AID〕の活動に関連してヴェトナム
共和国との間に締結された契約に基づき， 1955年5月初日から1962年6月




＊この計画は， 1954年ジュネー プ会議の後， ミVガγ州立大学行政学研究室とゴ
・ーディ γ・ジェム（NgoDinh Diem）首相との折衡が実って，同年秋 FOA




Weidner ; 1956-58年 WesleyR Fishel ; 195＆ー・59年 RalphH Srnulker, 
1959-61年LloydD. Musolf; 1961-62年 GuyH. Fox 
その活動の内容は，半年毎の顧問団報告書に詳しいが， 1962年7月に，
最終報告書 （FinalReport, Covering Activities of the Michigan State 






















けられた事務局は，学内諾部局，大学理事会， AID（最初 FOA，のち ICA,
さらにそれがAIDとなる）, USOM (United States Operations Mi田ion〕，









































3. PAD助言部（ConsultingSection of the Public Administration 
Division, MSUG）の活動 (1957年7月－60年12月〉

























































































































































省に研修機関を設け， 2) 21のプロヴィンスに研修センターを置き， 3) 
NIA による基礎的官吏研修コースを開設するなどの目標に向って努力を
傾けたものである。
MSUGは， この面での活動の最終段階を迎えるに当り， 人事行政を学
位・学歴よりも職務IC対する習熟とか適格性によって行なう精神の啓発，
制度の確立の必要を指摘した上で，将来の研修活動について， 1）情宣
(information〕活動， 2〕研修必要度や研修内容の調査活動， 3〕各機関
相互の助言活動， 4〕研修奨励活動， 5）行政職研修活動，を推進すると
とを勧告した。
かくして｛NIAプロPzクト〉は， MSUGが1962年に観察したととろ
では，既に完全に軌道に乗って質量共に優れた公務員を生み出すに至。て
おり，メリット・システムを復活せしめ，公務員養成・研修に関する概念
を大いに啓発したが，反面，行政と教育分野にフランス統治の遺制的影響
が残っていて， NIAが必ずしもアメリカのモデル通りには発展していな
いことが指摘されている。また，ヴェトナムにおいては社会経済上の理由
からして上級教育への門が狭いために，下級官吏は NIAの試験をパスす
るに足る学識を欠く一方， B.A.を有する者は既に公務で相当の地位に就
いていてこれを離れようとせず，いずれも NIAに対して必ずしも前向き
の姿勢をみせていないことが，今後の課題として残されている。
以上で，ヴェトナムにおける MSUGの活動を一般行政分野について紹
介したわけであるが，どの部門においても，実証的調査，分析，診断，報
告及び勧告，実施援助という一連のプロセスが設定されており，一つの主
たるプログラムには，それを有効に実施するための付随的プログラムが組
まれている場合が多い。同顧問団がスポンサーとなって実施したヴェトナ
ム側要人の合衆国等への養成派遣計画（participantprogram）は，その
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最たるものである。またこのプロヲzクトに関連して公けにされたMSUG
関係者の手になるリポート，学術文献等は155点の多きに還しており，そ
れらが部門相互間の連繋と提携に資したことはいうまでもない。図書館発
展計画も，プロUェクトの側面的支柱の意味を持っていた。
この意味からすれば，ことで紹介し得なかった＜警察行政活動＞も，響
察組織，瞥察官訓練，犯罪捜査，記録，登録などの諸制度を体系づける作
業を通して，く一般行政活動＞を，その基底部において，物理的空間的に
支える役割を果していたといえるであろう。
ミシガン州立大学のプロヲェクトは，最後に，いわばその仕上げの時期
に，グェトナム側の意向によって，活動の継続を断念することを余儀なく
されたのであるが，再度の契約更新を経て，ヴェトナム行政の一本立ちと
いう所期の目標は，おおむね達成され，もしくはUSOMに引き継がれて，
計画の意義をかなりの所まで実現したといわれている。
元来，この種のプロ i/ェクトの効果を判定することは極めて困難であり，
正確な評価を下すことは殆ど不可能に近いが，少なくとも， MSUGの果し
た任務は，異質文化に深く根ざした外国政府の行政活動に対するカウンセ
リングという極めてデリケートな操作を課題としていただけに，単なる献
身とか情熱だけではすまされない，特異な経験を意味していたと考えられ
る。顧問団J主，内外各機菊の間擦にひそむ頑迷なく形式主義＞1c直面し
て，その打破克服のために日夜たゆまぬ努力を傾けざるを得なかった。精
神面での影響力という点で MSUGが少なからぬ寄与をなしたことは，多
くのヴェトナム人が認めており，行政活動を通じての国民の精神的啓発と
学問研究における科学性へのオリエンテーションとは，種々の面で実をあ
げ始めていると伝えられている。
複雑な政情と外国社会での活動というハンデイキャップを考慮するなら
ば，ヴェトナム・プロジェクトは，よく「信頼と確信と親善のフレイムワ
ーク」を築き上げたともいえるかも知れない。そして，そのようなプレイ
ヴェトナムにおける行政白近代作 257 
ムワークが七年の永きに亘って相互の理解と忍耐の上に築き上げられ得た
のは，一つには， MSUGがアメリカ政府機関の代表ではなくして，アメ
リカの一大学の代表であったという事実によるといえよう。
しかしながら，この事実が，逆に MSUGの顧問団としての生命に終止
符を打つ直接の原因と無関係でなかったということは，むしろ皮肉なこと
といわなければならない。即ち， NIA援助を内容とする MSUGプロ世
ェクトの第三次契約更新は，関係諸機関のすべての賛同の中に実現するか
に見えたが，最初契約更新に乗気であった共和国大統領が重大な翻意を
表明し，折衡は， MSUG報告の言葉を借りるならば， 「不幸な」終結を
遂げたのであった。
グェトナム政府は， MSUGの前メンパーによるいくつかの報告がグェ
トナムの利益を損い，かつまた MSUのロイヤリティの欠如を示してい
ると指摘することにおいて， MSUGのメンパーに，帰米後においてす
ら，現体制を支持する義務を負う私的助言者としてのイメー習を求めてい
ることを明らかにした。しかし，他方 MSUGの側では，大学に対する責
務と学究としての立場から，プロジzクトに携わった者の学問的研究とそ
の表現の自由とを擁護せざるを得ず，そうすることにおいて，ヴzトナム
側のイメ一世に応えることは不可能であった。 MSU当局も，帰米した学
者に筆を止めることを求めはしなかったL，また求めるべきでもないとの
態度を堅持するに荏かではなかったロ
以上，われわれは， MSUGのファイナル・リポートによりながら，グェ
トナムにおける同グループの活動について，およその展望を試みてきたの
であるが，最後に顕在佑した上の問題は，この種のプロ i/ェクトのもつ基
本的限界ないし困難性を示唆しているように思われる。端的にいってそれ
は学問的関心と現実的実際的関心との聞に横たわるギャップの問題にかか
わっているロ
即ち，学問と現実世界とは目標へのアプローチにおいて軽視できぬ相違
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点を持っているととが，ヴェトナム・プロジェクトの経験を通して，うか
がわれたのであるが，そのような相違点の容在を鋭く認識すると共に，能
う限りそれの克服，調和のために努力する必要があることを，それは示L
ている。
戦後，ミシガン州立大学の他にも，各大学・機関が，同様のプロヲェク
トを適して，幾つかの国境を越えた「提携」を生み出してきているが，そ
れらを，いうところの「スカラシップとフレンドシップのきずな」として
駕ててゆくためには，かかる認識と反省を素地とすることが，あるいは最
も必要であるのかも知れない。
ミシガン・グループの活動をずzトナムにおける行政の近代化という面
からとらえると同時に，このような観点から考察する乙とをも，われわれ
は，怠ってはならないであろう。
